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新
宮

山
彦

ぐ
る

ー
ぷ

第
１

９
４

８
回

 

行
仙
宿

行
仙
宿

行
仙
宿

行
仙
宿
に
て

に
て

に
て

に
て
道
普
請

道
普
請

道
普
請

道
普
請
のの のの
事
前
準
備
作
業

事
前
準
備
作
業

事
前
準
備
作
業

事
前
準
備
作
業

( 桟
木

桟
木

桟
木

桟
木
・・ ・・
杭杭 杭杭
作作 作作
りり りり
な
ど

な
ど

な
ど

な
ど

) 
 

 

◇
実

施
日

；
２

０
１

７
年

１
０

月
０

１
日

( 日
) 
 
晴

後
曇

り
 
 

◇
参

加
者

；
川

島
 

功
、

児
嶋

道
夫

、
濱

野
兼

吉
、

生
熊

敏
男

・
千

満
子

、

上
村

洋
司

・
和

美
、

山
川

治
雄

、
奥

村
順

夫
、

竹
中

卓
治

、
 

 
 

 
 

 
乾

 
克

己
、

梶
野

照
雄

。
長

野
広

和
( 飛

び
入

り
)  

１
３

名
。

 

 

予
定

よ
り

早
く

川
島

車
( 児

嶋
・

濱
野

・
生

熊
夫

妻
同

乗
) が

登
山

口
に

着

く
と

、
紀

北
・

尾
鷲

市
の

竹
中

車
( 奥

村
) 、

早
朝

発
の

奈
良

市
の

乾
車

、
堺

市
の

梶
野

車
が

既
に

到
着

。
直

ぐ
に

山
川

車
( 上

村
夫

妻
同

乗
) が

到
着

す
る

。
 

児
嶋

さ
ん

が
、

モ
ノ

レ
ー

ル
を

降
ろ

し
に

行
っ

て
い

る
間

に
、

梶
野

氏
は

鉄
階

段
下

や
横

に
伸

び
た

茨
や

笹
等

を
ヘ

ッ
ジ

ト
リ

マ
ー

で
刈

り
込

み
。

 

全
員

が
揃

っ
た

時
点

で
本

日
の

作
業

な
ど

の
打

合
せ

を
す

る
。

登
山

口
の

杉
丸

太
か

ら
の

桟
木

作
り

は
、

児
嶋

・
竹

中
・

川
島

が
担

当
し

、
終

わ
り

次

第
行

仙
宿

に
行

く
の

で
、

他
の

皆
さ

ん
は

行
仙

宿
に

登
っ

て
下

さ
い

。
 

乾
さ

ん
に

は
、

登
り

な
が

ら
桟

木
取

替
要

の
段

差
に

目
印

の
ピ

ン
ク

テ
ー

プ
付

け
を

お
願

い
す

る
。

行
仙

宿
で

は
①

管
理

棟
の

毛
布

干
し

( 主
に

女
性

陣
) 。

②
東

側
窓

下
及

び
佐

田
ノ

辻
の

井
桁

桟
木

桧
材

は
、
長

く
太

い
の

で
短

く
切

り
、

太
い

材
は

２
等

分
す

る
作

業
を

お
願

い
す

る
。

 

 
 

 
 

作
業

打
合

せ
 

 
 

杉
丸

太
を

長
さ

１
ｍ

に
切

断
 

６
等

分
に

分
割

し
た

桟
木
 

十
津

川
村

折
立

の
玉

置
さ

ん
か

ら
寄

贈
頂

い
た

ス
チ

ー
ル

製
チ

ェ
ン

ソ
ー

は
、

エ
ン

ジ
ン

始
動

時
に

コ
ツ

が
あ

り
、

児
嶋

氏
が

使
い

杉
丸

太
を

長
さ

１

ｍ
に

切
断

、
枝

跡
の

在
る

丸
太

は
縦

挽
き

で
半

分
に

切
り

込
み

を
入

れ
て

貰

い
、
竹

中
と

川
島

は
手

斧
と

鉄
楔

で
半

割
り

及
び

半
割

を
更

に
３

等
分

す
る

。

ハ
ン

マ
ー
持

参
忘

れ
の

た
め

、
大

き
な
岩

及
び

割
っ

た
桟

木
で
叩

き
分

割
し

て
、
桟

木
を
約

２
５

本
作

っ
た

。
児

嶋
・
竹

中
氏

で
桟

木
に
防
腐
剤

を
塗

布
。

 

桟
木

作
り

を
終
え

た
川

島
は

、
モ

ノ
レ

ー
ル

下
の

側
溝

に
立
つ
支
柱

に
落

葉
・
枝

等
が
引

っ
掛

り
、
排
水
流

れ
が
悪

く
な

っ
て

い
た

の
で

。
落
葉
・
枝

・

落
石

を
ジ
ョ

レ
ン

( 登
山

口
に

在
る

) で
側
溝
内

の
底
浚
え

を
す

る
。

 

 
 

 
 

桟
木

に
防

腐
剤

塗
布

 
 

石
・

落
葉

等
の

溝
浚

え
済

 
取

替
要

の
ピ

ン
ク

目
印
 

 １
０

時
前

に
作

業
を

終
え

、
登

山
口
水
場

か
ら
飲
料
水

( ７
Ｌ

:1
個

) を
担
ぎ

上
げ

る
。

 

補
給
路

の
段

差
取

替
箇
所

に
は

、
乾

さ
ん

に
よ

り
ピ

ン
ク

テ
ー

プ
が

鉄
筋

杭
等

に
付

け
ら

れ
て

い
る

の
を
確
認

す
る

。
 

１
０

時
２

０
分
頃

に
行

仙
宿

に
着

く
と

や
や
風

が
強

く
、
気
温

１
８
℃

で

半
袖

で
は
寒

く
感
じ

る
。
又

、
曇

り
空

に
な

っ
て
来

る
。

 

先
行
組

に
よ

り
管

理
棟
内

の
毛

布
が

干
さ

れ
佐

田
の

辻
で

桟
木

作
り

を
さ

れ
て

い
た

が
、
休
憩

す
る
様

に
呼

び
掛

け
宿
内

で
コ

ー
ヒ

ー
タ
イ
ム

。
多

く

の
方

か
ら
菓

子
等

の
差

し
入

れ
が

あ
り

、
あ

り
が

た
く
賞
味

す
る

。
 

梶
野

氏
は

、
青

木
氏

が
旭

口
か

ら
本

宮
迄

縦
走

中
で

車
回
送

の
為

、
早

く
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下
山

さ
れ

る
事

か
ら

、
休
憩

後
に

本
日

作
業

者
の
記
念
撮
影

を
す

る
。

 

 
 

 
 

 
 

１
０

時
半

の
休

憩
 

 
 

本
日

の
作

業
者

 
 

 
チ

ェ
ン

ソ
ー

で
縦

挽
き

割
木
 

 行
仙

宿
東

側
窓

下
の

井
桁

桟
木

を
１

ｍ
に

切
り

、
太

い
桟

木
を

２
等

分
す

る
作

業
は

、
山

川
・

梶
野

。
川

島
が

担
当

す
る

。
川

島
は

コ
ン

ク
リ

ー
ト
再

舗
装

の
下
準
備
も

兼
ね

て
行
う

。
切

り
落

と
し

た
短

い
材

は
薪

に
す

る
。

 

そ
の

他
の
方

は
、

佐
田

の
辻

で
桟

木
と

木
杭

を
作

り
、
防
腐
剤

を
塗

布
す

る
作

業
を

さ
れ

る
。
途

中
、

佐
田

の
辻

の
作

業
を
見

分
に

行
く

と
、

行
事

を

知
ら
ず

に
登

っ
て
来

ら
れ

た
会
友

の
長

野
さ

ん
( 新

宮
市
「
ま

ん
ぷ

く
食
堂
」

店
主

) が
、
作
業

を
手
伝

っ
て

お
ら

れ
ビ

ッ
ク

リ
！

 
元
気
そ
う

で
久

し
ぶ

り

に
お
逢

い
で

き
た

。
 

 
 

 

佐
田

の
辻

で
の

桟
木

・
木

杭
作

り
と

防
腐

剤
塗

布
 

上
村

洋
司

氏
は

、
荘

川
桜
周

り
除
草

、
日
陰

に
な

る
雑

木
を
伐
採

し
、
そ

の
後
小
屋
周

り
の
落
葉

等
の
掃

き
掃
除

を
し

て
下

さ
る

。
 

大
勢

参
加

し
て

下
さ

り
、

手
分

け
し

て
作

業
に
掛

る
事

が
出
来

、
桟

木
作

り
作

業
は

、
略
昼
食
前

に
終
え

る
事

が
出
来

た
。

 

昼
食
前

に
暗

い
曇
天

に
な

り
、

あ
わ

て
て

干
し

た
毛

布
を

管
理

棟
内

に
取

り
込
む

が
、

全
て

た
た

ん
で
収
納

す
る
前

に
昼
食

と
す

る
。

 

昼
食

・
雑
談

す
る

間
に

、
乾

さ
ん

か
ら

新
規

な
顔
ぶ

れ
の
方
も

あ
る

と
の

事
か

ら
自

己
紹
介

を
す

る
。

 

 
 

 
 

 

西
側

の
日

陰
雑

木
伐

採
 

 
 

 
 

昼
食

雑
談

の
間

に
自

己
紹

介
 

長
野

さ
ん

は
、
昼
食

後
作

業
す

る
前

に
下

山
さ

れ
た

。
又

、
１

３
時

１
０

頃
に

梶
野

氏
も

下
山

。
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

一
斗

缶
バ

ラ
ス

の
運

搬
 

 
再

舗
装

の
下

準
備

 
 

 
 

 
 

割
木

作
業
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毛
布
収
納

、
桟

木
の
片

付
け

と
木
屑

の
掃

き
掃
除

( 一
部
焚

付
け

に
袋

に
回

収
) 、

コ
ン
ク

リ
ー

ト
再
舗
装

の
た
め

に
バ
ラ

ス
・
砂

の
運
搬

、
セ
メ

ン
ト
量

の
確
認

( 略
足

り
る

) な
ど

を
行

い
１

３
時
５

０
分

に
作

業
を

終
了

す
る

。
 

尚
、
防
腐
剤

は
足

り
な

く
り

、
東

側
窓

下
の

桟
木

は
全

て
防
腐
剤
処

理
が

出
来

な
か

っ
た

。
 

 
 

 

 
佐

田
ノ

辻
の

作
製

し
た

段
差

桟
木

と
木

杭
 

 
 

下
山

前
の

コ
ー

ヒ
ー

タ
イ

ム
 

 下
山
前

に
コ

ー
ヒ

ー
で
ゆ

っ
く

り
休
憩

後
、

１
４

時
２

０
分

下
山

す
る

。
 

最
後

尾
の

乾
・

生
熊

敏
・

川
島

は
、

川
島

の
運
転

で
モ

ノ
レ

ー
ル

を
駐
機

場
で

ク
ラ

ッ
チ

を
戻

し
停
止

さ
せ

た
が

、
な
ぜ

か
停
止

せ
ず

に
ゆ

っ
く

り
後

退
の

た
め

、
再
度

後
退
ギ
ヤ

に
入

れ
、
少

し
平
坦

な
所

で
ク
ラ

ッ
チ

を
戻

し

て
停
止

さ
せ

、
前
進
ギ
ヤ

に
入

れ
て
駐
機
場

に
戻

り
ク
ラ

ッ
チ

を
戻

し
停
止

さ
せ

た
が

、
一
寸

合
点

が
い

か
な

い
一
種

の
ハ

プ
ニ

ン
グ

が
あ

っ
た

。
 

全
員

１
５

時
前

に
登

山
口

に
無
事

下
山

し
、

本
日

の
作

業
の
労

い
と
御
礼

を
述
べ

、
登

山
口

で
流

れ
解
散

と
し

た
。

 

 

行
動

行
動

行
動

行
動
タ
イ
ム

タ
イ
ム

タ
イ
ム

タ
イ
ム
    

新
宮
6
:
5
5
→
8
:
1
5
登

山
口
8
:
4
5
(
9
:
5
0
)
→
9
:
3
5
(
1
0
:
2
0
)
行

仙
宿
→

作
業

→
1
0
:
3
0
休
憩
1
0
:
5
0
→

作
業
→
1
2
:
0
5
昼
食
1
2
:
4
5
→

作
業
→
1
3
:
5
0
行

仙

宿
(
休
憩
)
1
4
:
2
0
→
1
4
:
5
5
登

山
口
1
5
:
0
5
→
1
6
:
3
5
新

宮
。

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
寄寄 寄寄
    
贈贈 贈贈

 

・
奥

村
順

夫
；

ト
イ

レ
ッ

ト
紙

１
梱
包

。
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

( 記
；

川
島

、
写
真

；
梶

野
・

川
島

) 
 

 


